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平

ム
小
　
　
改
山
　
　
己

己
ノ
　
　
　
イ
一
　
　
　
糸

は
じ
め
に

　
鎌
倉
期
の
語
源
辞
書
『
名
語
記
』
（
経
尊
著
、
文
永
五
〔
二
一
六
八
〕
年
初

稿
本
六
帖
、
建
治
元
〔
二
一
七
五
〕
年
増
補
本
十
帖
完
成
）
に
は
当
時
の
俗
語

が
多
量
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
音
象
徴
語
に
つ
い
て
も
、
岡
田
希
雄
氏
は
、

「
鎌
倉
期
の
語
源
辞
書
名
語
記
十
帖
に
就
い
て
　
上
・
中
・
下
」
一
『
國
語
・
國

文
』
昭
和
十
〔
一
九
三
五
一
年
、
十
；
十
二
月
）
の
中
で
、
現
代
語
と
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
）

多
く
の
珍
し
い
用
例
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。
又
、
鈴
木
雅
子
氏
は
、
音
象
徴

語
の
類
型
の
歴
史
的
な
推
移
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
、
『
名
語
記
』
の
例
も
考

察
の
対
象
に
加
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
名
語
記
』
所
収
の

音
象
徴
語
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
調
査
し
、
『
日
葡
辞
書
』
と
も
比
較
し
て

み
た
い
と
思
う
。『

名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

二
　
一
般
語
と
区
別
の
難
し
い
語

　
『
名
語
記
』
は
色
葉
分
類
語
源
辞
書
で
、
第
一
帖
は
失
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、

第
二
帖
（
不
完
全
）
に
は
一
字
名
語
、
第
三
（
不
完
全
）
・
四
・
五
・
六
帖

（
不
完
全
）
に
は
二
字
名
語
、
第
七
・
八
帖
に
は
三
字
名
語
、
第
九
帖
に
は
四

字
名
語
、
第
十
帖
に
は
五
字
名
語
を
載
せ
、
墨
付
総
数
で
八
百
三
十
三
丁
に
も

及
ん
で
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
田
山
方
南
校
閲
・
北
野
克
写
『
名
語
記
』

（
昭
和
五
八
〔
一
九
八
三
〕
年
、
勉
誠
社
）
を
使
用
す
る
が
、
残
念
な
こ
と
に

昭
和
二
十
年
の
空
襲
で
焼
失
し
た
た
め
、
第
七
帖
（
百
三
十
六
丁
）
が
欠
け
て

い
る
の
で
、
七
百
丁
弱
に
な
る
。
第
七
帖
に
つ
い
て
は
、
岡
田
氏
が
前
掲
の
論

文
の
中
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
、
　
－
＠
は
第
何
帖
か
を
、
そ
の
下
の
数
字
は
何
丁
か
を

表
す
こ
と
に
す
る
。
第
七
帖
は
、
勉
誠
杜
発
行
の
『
名
語
記
』
で
の
ぺ
ー
ジ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
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示
す
。

　
音
象
徴
語
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
き
、
い
つ
も
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
一

般
語
と
考
え
る
べ
き
か
音
象
徴
語
と
考
え
る
べ
き
か
判
断
の
難
し
い
語
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
代
語
で
も
、
「
う
き
う
き
と
、
お
ず
お
ず
と
、

し
み
じ
み
と
…
…
」
な
ど
は
、
ど
こ
に
境
界
線
を
引
く
か
で
、
音
象
徴
語
に
含

め
る
か
ど
う
か
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
以
前
、
『
日
葡
辞
書
』
と
『
和
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

語
林
集
成
』
に
つ
い
て
調
べ
た
と
き
、
認
定
の
基
準
を
示
し
た
が
、
語
源
に
と

ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
音
象
徴
語
に
含
め
て
よ
い
も
の
も
い
く
っ
か
は
ず
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
か
と
い
っ
て
、
「
と
」
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
、
情
態

の
副
詞
と
し
て
機
能
す
る
畳
語
形
式
の
語
は
す
べ
て
含
め
て
よ
い
と
い
う
も
の

で
も
な
い
。
特
に
、
古
語
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
語
を
ど
う
と
ら

え
て
い
た
か
、
即
ち
、
音
感
を
重
視
し
て
い
た
の
か
意
味
を
重
視
し
て
い
た
の

か
を
探
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
と
思
う
。

　
次
に
、
い
く
っ
か
問
題
に
な
る
も
の
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
現
代
語
で
も
、
「
な
み
な
み
、
こ
な
ご
な
…
…
」
の
よ
う
に
名
詞
の
畳
語
形

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

式
が
副
詞
と
し
て
機
能
す
る
が
、
『
名
語
記
』
の
中
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。

＠
９
１
　
問
海
ニ
ス
ム
　
エ
ヒ
如
何
答
エ
ヒ
ハ
海
老
ト
カ
ケ
リ
　
イ
テ
ハ
リ
ノ

　
　
　
　
反
エ
ヒ
一
イ
ラ
く
ト
一
一
ツ
ノ
、
ア
リ
一
手
一
ツ
ケ
一
出
針
ノ
反
也

　
　
　
　
（
　
　
は
筆
者
に
よ
る
。
）

黒
次
物
イ
フ
ヲ
ク
セ
く
ト
イ
フ
ト
イ
ヘ
ル
如
何
カ
ス
シ
ケ
カ
ス
ヘ
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ソ
ノ
反

寮
次
詞
ノ
コ
テ
メ
ク
コ
テ
く
如
何
コ
レ
一
ア
マ
リ
コ
ト
ヨ
キ
ケ

　
　
　
　
シ
キ
ヲ
イ
フ
也
　
カ
ヘ
ツ
チ
ヲ
コ
テ
ニ
テ
ヌ
リ
ツ
ク
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
イ
フ
義

　
　
　
　
也

＠
８
。
次
ス
ル
コ
ト
一
ツ
メ
く
ト
イ
ヘ
ル
詞
如
何
コ
ノ
タ
ル
ミ
テ
ノ
反
ノ

　
　
　
　
心
同
シ
（
　
３
３
参
照
。
）

＠
・
問
衣
裳
ノ
中
一
入
一
ワ
タ
如
何
答
ワ
タ
一
綿
也
、
ワ
タ
く
ト
ア

　
　
　
　
ル
一
イ
ヘ
ル
一
ヤ
ハ
く
ト
ア
ル
一
イ
ヘ
ル
也

＠
４
次
コ
マ
カ
ナ
ル
物
ノ
先
ヲ
ワ
ラ
く
ト
ア
ル
ト
イ
ヘ
ル
ワ
ラ
如
何

　
　
　
　
コ
レ
一
藁
ノ
様
一
ア
ヒ
ニ
タ
レ
一
ワ
ラ
く
ト
云
也
又
警
ヲ
ワ
ラ

　
　
　
　
く
ト
イ
ヘ
ル
義
一
ア
ル
ヘ
シ
ワ
カ
テ
ハ
ノ
反

　
本
書
に
は
、
む
や
み
や
た
ら
に
、
語
源
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
特
色
が
あ
り
、

反
切
を
用
い
て
音
を
説
明
し
て
い
る
部
分
で
さ
え
、
語
源
に
結
び
付
け
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

し
て
お
り
、
明
ら
か
に
こ
じ
っ
け
と
し
か
思
え
な
い
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
記
述
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
信
用
す
る
訳
に
は
い
か
な
い

が
、
「
い
ら
（
刺
）
ー
い
ら
い
ら
１
－
と
げ
が
た
く
さ
ん
あ
る
様
子
」
、
「
癖
１
く

せ
く
せ
１
１
難
癖
を
つ
け
た
り
、
意
地
悪
く
言
う
様
」
、
「
こ
て
（
饅
）
ー
こ
て
こ

て
１
－
壁
土
を
塗
る
よ
う
に
、
濃
く
厚
く
塗
る
様
子
」
、
「
爪
ー
つ
め
つ
め
Ｈ
爪
先

で
つ
ね
る
こ
と
」
、
「
綿
ー
わ
た
わ
た
１
１
綿
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
様
」
、
は
妥
当

だ
と
思
え
る
。
し
か
し
、
「
藁
－
わ
ら
わ
ら
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。



　
動
詞
の
畳
語
形
式
の
語
に
も
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

茅
次
目
ノ
ウ
ル
く
如
何
小
見
ノ
ナ
カ
ム
一
ス
ル
時
一
目
ノ
ウ
ル
く
ト

　
　
　
　
ナ
リ
テ
涙
ノ
ウ
カ
フ
也
有
涙
ミ
ミ
歎
…
…

目
に
涙
の
浮
か
ん
だ
状
態
を
「
目
の
う
る
う
る
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
が
、

「
う
る
う
る
」
は
、
意
味
的
に
は
「
　
３
７
　
ウ
ル
ホ
フ
」
と
の
関
連
性
が
考
え

ら
れ
る
。
擬
態
語
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　
又
、
現
代
語
で
は
、
「
ぬ
る
ぬ
る
、
ぬ
め
ぬ
め
」
は
「
粘
り
が
あ
っ
て
か
つ

滑
る
状
態
」
、
「
ね
ば
ね
ば
、
ね
ち
ね
ち
、
ね
と
ね
と
」
は
「
粘
り
気
の
あ
る
状

態
」
を
表
す
語
で
あ
る
。
「
ぬ
め
ぬ
め
」
は
「
ぬ
め
る
（
滑
）
」
、
「
ね
ば
ね
ば
」

は
「
粘
る
、
粘
い
」
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連
の
語
に
っ
い

て
は
、
語
源
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
な
行
音
の
も
つ
粘
着
性
と
い
う
音
感
の
方
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
現
代
語
で
は
擬
態
語

と
し
て
扱
っ
て
よ
い
と
思
う
。
茗
語
記
一
の
中
に
も
、
「
霊
ニ
タ
く

一
潤
澤
ヲ
ニ
タ
ト
イ
ヘ
ル
歎
一
一
、
「
竈
ニ
ヤ
く
一
ネ
ハ
キ
物
一
一
、
「
霊

ヌ
、
一
ヌ
・
ト
ス
一
ル
一
一
、
「
費
ヌ
メ
く
一
ヌ
メ
ル
…
－
ヌ
メ
一
ナ
メ
ラ

カ
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ル
滑
ノ
字
ノ
ヨ
ミ
ノ
ハ
シ
メ
歎
一
一
、
「
＠
脆
ネ
チ
く
一
ヲ
ソ
ク

ア
ユ
ム
一
一
、
「
茅
ネ
ハ
く
一
ノ
リ
ノ
様
ニ
ネ
ハ
く
一
ア
ル
義
歎
一
一
と
い

う
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
も
現
代
語
と
同
様
に
扱
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

「
霊
タ
ホ
く
一
タ
ホ
く
タ
ホ
ヤ
カ
ノ
タ
ホ
如
何
一
一
、
「
勇
ニ

キ
く
一
ニ
キ
く
ニ
キ
ヤ
カ
ト
イ
一
ル
ー
－
一
、
＠
８
ニ
キ
ハ
フ
一
の

　
　
　
　
『
名
語
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』
所
収
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語
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見

よ
う
な
語
に
つ
い
て
は
、
「
タ
ホ
く
一
、
「
ニ
キ
く
一
か
ら
「
タ
ホ
ヤ
カ
一
、

「
ニ
キ
ヤ
カ
、
ニ
キ
ハ
フ
」
が
で
き
た
の
か
、
そ
の
逆
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

な
い
。

「
冨
．
竃
６
肌
フ
ラ
く
一
、
「
蟹
ユ
ル
く
一
に
対
し
て
、

「
茅
フ
ラ
リ
く
一
、
「
需
ユ
ル
リ
く
一
の
よ
う
に
、
「
二
拍
語
基
十

リ
」
の
重
複
形
が
あ
る
。
「
Ａ
Ｂ
リ
」
、
「
Ａ
Ｂ
リ
Ａ
Ｂ
リ
」
は
、
中
古
か
ら
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
擬
音
語
・
擬
態
語
の
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
形
態
の
変
化
し
た
「
フ
ラ
リ
く
一
、
「
ユ
ル
リ
く
一
は
、
擬
態
語
と
し

て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
　
音
象
徴
語
一
覧
表

　
『
名
語
記
』
の
中
に
で
て
く
る
音
象
徴
語
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
一
覧
表
の

よ
う
に
な
る
。
前
節
で
、
問
題
の
あ
る
語
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

表
中
の
用
例
の
欄
の
下
段
に
示
し
た
。

　
現
代
語
の
場
合
、
「
子
音
で
は
、
９
ｚ
ｄ
ｂ
の
よ
う
な
濁
音
は
、
鈍
い
も
の
、

重
い
も
の
、
大
き
い
も
の
、
汚
い
も
の
を
表
し
、
一
方
、
清
音
は
、
鋭
い
も
の
、

軽
い
も
の
、
小
さ
い
も
の
、
美
し
い
も
の
を
表
す
。
コ
ロ
コ
ロ
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、

キ
ラ
キ
ラ
と
ギ
ラ
ギ
ラ
、
サ
ラ
サ
ラ
と
ザ
ラ
ザ
ラ
の
対
立
な
ど
に
そ
れ
が
見
ら

（
５
）

れ
る
。
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
『
名
語
記
』
に
も
同
様
の
記
述
の
あ
る
こ
と
は

興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七



　
　
　
　
『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

＠
”
次
車
ヲ
ヤ
ル
ヲ
ト
ノ
カ
ラ
く
ト
キ
コ
ユ
ル
カ
ラ
如
何
大
キ
ナ
ル
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葦

　
　
　
ノ
ヲ
ト
ハ
宗
キ
コ
ユ
　
チ
ヒ
サ
キ
物
ノ
ヲ
ト
ハ
ス
ミ
テ
キ
コ
ユ

　
　
　
（
葦
は
筆
者
に
よ
る
。
）

　
　
　
（
６
）

　
山
口
仲
美
氏
は
、
中
古
の
象
徴
詞
に
つ
い
て
、
清
濁
や
、
援
．
促
．
長
音
は

あ
る
程
度
推
定
で
き
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
個
々
の
語
に
っ
い
て
の
詳
し

い
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
今
回
は
、
表
記
さ
れ
た
ま
ま
の
形
に
よ
っ
て
分

類
す
る
。

　
又
、
「
サ
・
」
は
、

＠
２
６
次
風
ノ
サ
・
ト
フ
ク
如
何
奴
ミ
ヲ
イ
フ
ニ
ヤ
音
ノ
サ
、
ト
キ
コ
ユ
ル

　
　
　
也
…
…

＠
２
６
次
水
ノ
ナ
カ
ル
・
ヲ
ト
ノ
サ
、
如
何
、

＠
９
０
　
問
　
小
鳥
ノ
名
ニ
サ
・
イ
如
何
…
…
ナ
ク
コ
ヱ
ノ
サ
、
ト
キ
コ
ユ
レ
ハ
サ
、

　
　
　
也
…
…

の
よ
う
に
、
風
の
音
、
水
の
流
れ
る
音
、
小
鳥
の
鳴
く
声
を
表
す
が
、
一
例
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。

拍１

形
　
　
態

Ａ
Ａ
Ａ

用
例
数

ｎ８

‘

一
－

一
１
↓

“

１

９

用
　
　
　
　
　
例

ア
・
カ
・
キ
・
サ
・
シ
・
ソ
・
チ
・

ツ
・
ハ
・
フ
・
ワ

サ
サ
・
ス
ス
・
ツ
ツ
．
ヌ
ヌ
．
ノ

ノ
・
ヒ
ヒ
・
フ
フ
・
ワ
ワ

チ
チ
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Ａ
Ｂ

カ
シ
・
カ
フ
・
ガ
ハ
・
キ
バ
・
ギ

ン
ヨ

イ
・
ク
サ
・
ク
バ
・
ク
ブ
・
グ
ツ
・

ス
イ
？

ケ
イ
・
コ
ソ
・
サ
ツ
・
サ
ハ
・
シ

ス
ホ

ト
・
シ
ハ
・
シ
ホ
・
ジ
カ
・
ス
カ
．

ス
ツ
・
チ
イ
・
ツ
ハ
ニ
ア
イ
・
テ

－

ク
・
ト
ブ
・
ハ
ア
・
ハ
ク
・
ハ
サ
・

－

ハ
タ
・
ヒ
シ
・
ヒ
ヤ
・
フ
タ
．
フ

・

ツ
・
フ
ハ
・
ミ
ジ
・
ム
カ
・
ム
ズ

３
５

２
一
５
５

・

（
Ａ
ウ
）
　
カ
ウ
・
ク
ワ
ウ
．
コ
ウ
．

・

シ
ウ
・
チ
ウ
・
チ
ャ
ウ
・

ネ
ウ
・
ヒ
ウ
・
フ
ウ
．
リ

ウ
・
ワ
ウ

１
　
．
　
■
　
　
１
　
一
　
１
　
１
　
■
　
１
　
１
　
．
　
．
　
１
　
１
　
１
　
１

・

（
Ａ
ン
）
チ
ム
・
ツ
ム
・
ヅ
ム

１
　
１
　
一
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
■
　
－
　
１
　
１
　
１
　
－
　
－
　
１
　
，
　
１
　
１
　
１
　
Ｉ

１
　
，
　
■
　
１
　
１
　
，
　
ｌ
　
１
　
１
　
Ｉ
　
■
　
－
　
　
　
　
　
１
　
■
　
１
　
１
　
１
　
■
　
１
　
１

（
Ａ
ラ
）
サ
ラ
・
タ
ラ

１
　
’
　
■
　
　
１
　
■
　
１
　
１
　
　
　
　
　
１
　
　
一
　
１
　
１
　
１
　
１
　
－

・

（
Ａ
口
）
　
ソ
ロ

３

Ａ
Ａ
Ａ

１

・
一
１
■

、
　
、
　
　
、
ノ
　
ノ
　
ノ

Ａ
Ａ
Ｂ

（
Ａ
Ａ
ラ
）
　
ツ
ツ
ラ

シ
シ
ラ

１
　
１
－
　
１
１
Ｉ
　
ｌ
－
■
　
■
　
１
１
　
１
　
■
－
　
１
１
　
－
１
　
一
－
　
－
　
１
１
　
１
　
１
１

１３
一
４
　
・

（
Ａ
Ａ
口
）

ス
ス
ロ

ソ
ソ
ロ

Ａ
Ｂ
Ｂ

シ
ト
ト

１
　
１
　
１
　
１
　
－
　
１
　
一
　
Ｉ
　
　
Ｉ
　
－
　
－
　
　
　
　
　
　
　
■
　
１
　
１
　
・
　
１
　
■
　
１

－

４
１
一
５

（
Ａ
ラ
ラ
）
キ
ラ
ラ
．
シ
ラ
ラ

，
■
■
■
　
　
　
　
　
　
　
■
．
１
－
１
１
１
■
－
１
．
・
・
１
１
１
１
１
１
１
－
１
．
．
１
１
一
．
・
１

・．

（
Ａ
ロ
ロ
）
ヒ
ロ
ロ
・
ホ
ロ
ロ

Ａ
Ｂ
Ｃ

カ
イ
ヨ

１
　
１
　
１
　
■
　
■
　
１
　
１
　
．
　
Ｉ
　
ｌ
　
１
　
１
　
１
　
－
　
１
　
１
　
１
　
Ｉ
　
ｌ
　
１
　
１

（
Ａ
Ｂ
ラ
）
　
キ
ハ
ラ
・
ク
サ
ラ
．

ウ
ネ
ラ
・
キ
ヨ
ラ

ク
タ
ラ
・
コ
カ
ラ
・

ス
マ
ラ
・
バ
サ
ラ

－



シ
ト
ラ

ヒ
ソ
ラ
・
ミ
ツ
ラ

（
Ａ
リ
ラ
）
　
ク
リ
ラ

（
Ａ
ロ
ラ
）

メ
ロ
ラ

３
２

〇
一
３
１
一
３

（
Ａ
Ｂ
リ
）
キ
イ
リ
・
サ
フ
リ
・
ト
ス
カ
リ

フ
リ

（
Ａ
ウ
リ
）
　
シ
ウ
リ

（
Ａ
ラ
リ
）
　
ク
ラ
リ
・
テ
ラ

リ
・
ユ
ラ
リ

（
Ａ
ル
リ
）
　
ク
ル
リ
・
ス
ル
リ

（
Ａ
レ
リ
）
　
ス
レ
リ

（
Ａ
ロ
リ
）
キ
ロ
リ
・
ヘ
ロ
リ
ケ
ロ
リ
・
メ
ロ
リ

（
Ａ
Ｂ
口
）
　
カ
ケ
ロ
・
コ
ケ
ロ
・
シ

ト
ロ
・
モ
ト
ロ

（
Ａ
Ｂ
ン
）

コ
ツ
ム
？
・

４

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

シ
シ
シ
シ
？

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

ア
フ
ア
フ
・
ウ
サ
ウ
サ
・
オ
コ
オ

イ
ラ
イ
ラ

コ
・
カ
ク
カ
ク
・
カ
ヒ
カ
ヒ
・
カ
フ

エ
サ
エ
サ

カ
フ
・
ヵ
ヤ
カ
ヤ
・
ガ
イ
ガ
イ
・
キ

カ
ツ
カ
ツ

イ
キ
イ
・
キ
カ
キ
カ
・
キ
シ
キ
シ
・

キ
ハ
キ
ハ

キ
タ
キ
タ
・
キ
チ
キ
チ
・
キ
フ
キ

キ
ヒ
キ
ヒ

フ
・
ギ
タ
ギ
タ
・
ク
イ
ク
イ
・
ク
サ

キ
ヤ
キ
ヤ

ク
サ
・
ク
シ
ク
シ
・
ク
ユ
ク
ユ
・
グ

ク
セ
ク
セ

ハ
グ
ハ
・
ケ
イ
ケ
イ
・
ケ
シ
ケ
シ
・

ケ
サ
ケ
サ

ケ
ホ
ケ
ホ
・
コ
カ
コ
カ
・
コ
ク
コ

ケ
ソ
ケ
ソ

ク
・
コ
シ
コ
シ
・
コ
セ
コ
セ
・
コ
タ

コ
テ
コ
テ

コ
タ
・
コ
チ
コ
チ
・
コ
フ
コ
フ
・
コ

サ
イ
サ
イ

ホ
コ
ホ
・
サ
ク
サ
ク
・
サ
ハ
サ
ハ
・

サ
メ
サ
メ

サ
フ
サ
フ
・
サ
ヤ
サ
ヤ
・
シ
ク
シ

ン
ツ
シ
ツ

『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

１１１

５
３

一
４

一
ｃ
Ｕ

ク
・
ス
ハ
ス
ハ
・
セ
イ
セ
イ
・
ソ
イ

ソ
イ
・
ソ
フ
ソ
フ
・
タ
フ
タ
フ
・
チ

タ
チ
タ
・
ツ
タ
ツ
タ
・
ツ
フ
ツ
フ
・

ニ
コ
ニ
コ
・
ニ
タ
ニ
タ
・
ニ
ヤ
ニ

ヤ
ニ
不
チ
ネ
チ
・
ノ
エ
ノ
エ
・
ヒ
サ

ヒ
サ
・
ヒ
シ
ヒ
シ
・
ヒ
タ
ヒ
タ
・
ヒ

チ
ヒ
チ
・
ヒ
ヨ
ヒ
ヨ
・
ビ
ク
ビ
ク
・

フ
ク
フ
ク
・
フ
サ
フ
サ
・
フ
タ
フ

タ
・
フ
チ
フ
チ
・
フ
ツ
フ
ツ
・
フ
ハ

フ
ハ
・
ヘ
エ
ヘ
エ
・
ホ
シ
ホ
シ
・
ホ

タ
ホ
タ
・
ホ
ヤ
ホ
ヤ
・
ミ
サ
ミ
サ
・

ム
ク
ム
ク
・
ヤ
チ
ヤ
チ
・
ユ
ク
ユ

ク
・
（
ユ
フ
ユ
フ
？
）
・
ワ
イ
ワ
イ
・

ワ
コ
ワ
コ
・
ワ
シ
ワ
シ

（
Ａ
ウ
Ａ
ウ
）
　
ガ
ウ
ガ
ウ
・

　
　
　
　
　
キ
ウ
キ
ウ
・
コ
ウ
コ

　
　
　
　
　
ウ
・
シ
ウ
シ
ウ
・
タ
ウ

　
　
　
　
　
タ
ウ
・
ホ
ウ
ホ
ウ
・
ミ

　
　
　
　
　
ウ
ミ
ウ
・
リ
ウ
リ
ウ

（
Ａ
ラ
Ａ
ラ
）
　
カ
ラ
カ
ラ
・

　
　
　
　
　
ガ
ラ
ガ
ラ
・
キ
ラ
キ

　
　
　
　
　
ラ
・
サ
ラ
サ
ラ
・
チ
ラ

　
　
　
　
　
チ
ラ
・
ツ
ラ
ツ
ラ
・
ナ

　
　
　
　
　
ラ
ナ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
・

　
　
　
　
　
フ
ラ
フ
ラ
・
メ
ラ
メ
ラ

（
Ａ
リ
Ａ
リ
）
　
キ
リ
キ
リ
・

　
　
　
　
　
ク
リ
ク
リ
・
コ
リ
コ

　
　
　
　
　
リ
・
チ
リ
チ
リ
・
ヒ
リ

　
　
　
　
　
ヒ
リ
・
フ
リ
フ
リ
・
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九

シ
ト
シ
ト

シ
ホ
シ
ホ

ス
カ
ス
カ

ス
ク
ス
ク

ス
ホ
ス
ホ

ソ
ヨ
ソ
ヨ

セ
カ
セ
カ

タ
ホ
タ
ホ

タ
ワ
タ
ワ

ツ
ケ
ツ
ケ

ツ
マ
ツ
マ

ツ
メ
ツ
メ

ニ
キ
ニ
キ

ニ
ゴ
ニ
ゴ

ヌ
メ
ヌ
メ

、
イ
ノ
、
イ
ノ

ノ
ト
ノ
ト

ミ
ソ
一
一
、
ソ

ム
サ
ム
サ

メ
ケ
メ
ケ

モ
ゲ
モ
ゲ

モ
マ
モ
マ

モ
ヤ
モ
ヤ

ヤ
ニ
ヤ
ニ

ヤ
ハ
ヤ
ハ

ユ
サ
ユ
サ

ユ
ス
ユ
ス

ユ
タ
ユ
タ

ユ
ハ
ユ
ハ



『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

リ
ブ
リ
・
ム
リ
ム
リ

ワ
タ
ワ
タ

－
１
・

（
Ａ
ル
Ａ
ル
）
ク
ル
ク
ル
・

ワ
チ
ワ
チ

ス
ル
ス
ル
・
ツ
ル
ツ
ル
・

不
ラ
ネ
ラ

一

フ
ル
フ
ル
・
ム
ル
ム
ル

“

（
Ａ
レ
Ａ
レ
）

ム
ラ
ム
ラ

“

（
Ａ
口
Ａ
口
）
オ
ロ
オ
ロ
・

ユ
ラ
ユ
ラ

“

キ
ロ
キ
ロ
・
コ
ロ
コ

“

口
・
ソ
ロ
ソ
ロ
・
ト
ロ

ウ
ル
ウ
ル

”

ト
ロ
・
ホ
ロ
ホ
ロ
・
メ

ユ
ル
ユ
ル

“

ロ
メ
ロ
・
ヨ
ロ
ヨ
ロ

ツ
レ
ツ
レ

ノ
ロ
ノ
ロ

ヲ
ロ
ヲ
ロ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ

（
Ａ
ラ
Ｃ
ラ
）

ヒ
ラ
チ
ラ
？

５

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

１

（
Ａ
Ｂ
リ
Ｄ
Ｅ
）
　
ヒ
チ
リ
コ
キ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ

“

６

コ
カ
ヒ
コ
カ
ヒ
・
ヒ
ヨ
ク
ヒ
ヨ
ク

ク
カ
ナ
ク
カ
ナ
？

一“

（
Ａ
Ｂ
ラ
Ａ
Ｂ
ラ
）
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
．

ワ
ク
ラ
ワ
ク
ラ

１
１

１
一
１

（
Ａ
Ｂ
リ
Ａ
Ｂ
リ
）
コ
オ
リ
コ
オ
リ
・

サ
フ
リ
サ
フ
リ
・

““

サ
ヤ
リ
サ
ヤ
リ
・

“

シ
ト
リ
シ
ト
リ
・

ス
ハ
リ
ス
ハ
リ
・

ソ
フ
リ
ソ
フ
リ

１
　
－
　
ｌ
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
■
　
・
　
．
　
１
　
－
　
　
１
　
■
　
１
　
■
　
１
　
　
１
　
，
　
１
　
　
１
　
１
　
■
　
１

（
Ａ
ラ
リ
Ａ
ラ
リ
）
　
フ
ラ
リ
フ
ラ
リ

“

（
Ａ
ル
リ
Ａ
ル
リ
）
　
ユ
ル
リ
ユ
ル
リ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｃ

（
Ａ
Ｂ
口
Ｄ
Ｂ
口
）

シ
ト
ロ
モ
ト
ロ
？

三
一
〇

“

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

（
Ａ
ラ
Ａ
ラ
Ｃ
Ｄ
）

サ
ラ
サ
ラ
リ
ヤ
？

そ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
Ｃ
Ａ
ラ
）

の

十
Ｃ
Ａ
Ｂ

““

カ
ラ
カ
ラ
コ
カ
ラ

他

一

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

““

（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
＋
Ｃ
ロ
ロ
）

十
Ｃ
Ｄ
Ｄ

ケ
イ
ケ
イ
ホ
ロ
ロ

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

（
Ａ
ン
Ａ
ン
十
Ｃ
ラ
Ｃ
ラ
）

十
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｄ

チ
ン
チ
ン
カ
ラ
カ
ラ

？
・

”

ヘ
コ
ソ
く
？

“

ヘ
ソ
コ
ソ
く
？

“

マ
ネ
カ
サ
く
ヒ
ヨ
ロ
リ
？

４
２
２

７
０
亙

？
の
付
い
た
語
は

“

用
例
数
に
含
ま
な
い
。

四
　
音
象
徴
語
か
ら
見
た

『
名
語
記
』
の
歴
史
的
な
位
置

　
音
象
徴
語
は
時
代
に
よ
っ
て
、
用
い
ら
れ
る
形
態
に
違
い
の
あ
る
こ
と
が
、

　
　
（
７
）

鈴
木
雅
子
氏
の
綿
密
な
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
「
三
」

の
表
に
基
づ
い
て
、
『
名
語
記
』
に
現
れ
る
形
態
と
『
日
葡
辞
書
』
（
注
２
参

照
）
を
中
心
に
し
た
中
世
の
も
の
、
更
に
、
中
古
の
も
の
と
を
比
較
し
て
、
考

察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
中
古
と
中
世
の
代
表
的
な
型
に
つ
い
て
は
、
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

木
氏
の
論
文
に
よ
る
。
そ
し
て
、
中
古
に
つ
い
て
は
山
口
仲
美
氏
の
調
査
さ
れ

た
も
の
を
、
中
世
の
も
の
に
に
は
『
日
葡
辞
書
』
の
型
を
補
っ
た
。
＊
は
、
鈴

木
氏
が
論
文
の
中
で
付
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ



た
新
し
い
型
で
あ
る
。
（
　
）
は
『
日
葡
辞
書
』

い
た
。

　
　
〈
中
古
Ｖ
　
　
　
　
　
　
『
名
語
記
』

＊
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ

・
・
ウ
　
■
？

、
Ａ
ウ
Ａ
ウ
■
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
ン
？
・

　
　
　
　
　
　
　
　
同
目
〔
オ
な
フ
〕

　
Ａ
Ａ
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
因
〔
ハ
ハ
ハ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〆
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ａ
Ｂ
〔
ツ
ツ
ラ
〕

　
Ａ
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ
Ｂ
　
　
…
〔
キ
一
〃
乙

　
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

　
Ａ
Ｂ
口
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
口

Ａ
Ｂ
ラ
Ａ
Ｂ
ラ
　
　
Ａ
Ｂ
ラ
Ａ
Ｂ
ラ

　
　
　
　
　
『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

に
な
い
タ
イ
プ
に
付
け
て
お

　
〈
中
世
〉

　
－
『
日
葡
辞
書
』
を
中
心
に
Ｉ

　
Ａ

　
（
Ａ
ウ
）

＊
Ａ
－

　
（
Ａ
ウ
Ａ
ウ
）

＊
Ａ
－
Ａ
－

＊
Ａ
ン

＊
（
Ａ
ー
ン
）

＊
Ａ
ン
Ａ
ン

＊
Ａ
ツ

・
・
ツ
・
ツ
〔
鰐
し

　
Ａ
Ａ

　
Ａ
Ａ
ツ
〔
チ
ャ
チ
ャ
ッ
〕

＊
（
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
）

＊
Ａ
ツ
Ａ

＊
Ａ
ン
Ａ

　
Ａ
Ｂ

　
Ａ
Ｂ
Ｂ
〔
キ
リ
リ
〕

＊
（
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
）

　
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

（
Ａ
Ｂ
ラ
）

　
Ａ
Ｂ
口

　
（
Ａ
Ｂ
ラ
Ａ
Ｂ
ラ
）

Ａ
Ｂ
口
含
口
　
　
　
　
　
含
口
・
・
口
〔
ト
｝
口
〕

＊
Ａ
Ｂ
リ
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
リ

＊
Ａ
Ｂ
リ
Ａ
Ｂ
リ
　
　
Ａ
Ｂ
リ
Ａ
Ｂ
リ
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
リ
Ａ
Ｂ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
Ｂ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
ツ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
ツ
Ｂ
Ａ
ツ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
（
Ａ
ツ
Ｂ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
ツ
Ｂ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
ン
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
（
Ａ
ン
Ｂ
ラ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
Ａ
ン
Ｂ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
１
・
－
？
〔
ト
帥
珂
〕

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
〔
カ
ヒ
ヨ
〕
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
〔
カ
イ
ヨ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
〔
ヒ
ラ
チ
ラ
？
〕
　
　
＊
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
〔
ボ
ン
ボ
リ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
〔
フ
タ
カ
ハ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
ン
〔
ザ
ラ
リ
ン
〕

　
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
旧
固
一
ヒ
ヨ
Ａ
Ｂ
Ｂ
ン
一
チ
リ
リ
ン
一

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ
　
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
鶉
告
ど

　
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
・
リ
・
・
リ
〔
背
刊
リ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
・
リ
・
・
リ
〔
ヒ
行
リ
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
。
Ｃ
Ｂ
口
？
　
　
・
・
口
・
・
口
〔
シ
砧
口
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
シ
ト
ロ
モ
ト
ロ
？
〕

　
中
古
の
文
献
で
は
、
援
音
の
表
記
は
不
完
全
で
あ
っ
た
が
、
『
名
語
記
』
で

は
、
援
音
は
表
記
さ
れ
て
い
る
（
ほ
と
ん
ど
は
「
ム
」
で
、
中
に
は
「
ン
」
も

あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一



　
　
　
　
　
『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

　
３
４
問
モ
ノ
、
カ
タ
ハ
シ
ノ
チ
ム
ト
ハ
ネ
ア
カ
ル
チ
ム
如
何
答
チ
ム

　
　
　
　
ハ
ツ
リ
メ
ク
　
ツ
リ
ミ
ユ
等
ノ
反
也

＠
７
８
次
ツ
ム
ト
タ
テ
ト
ヲ
シ
フ
ル
ツ
ム
如
何
タ
メ
ツ
ル
タ
ツ
マ
ク
モ

　
　
　
　
反
セ
ハ
ツ
ム
ト
ナ
ル
也

＠
７
８
次
五
節
ノ
女
房
ノ
ヘ
ヲ
ツ
ム
ト
ヒ
リ
タ
レ
ハ
ト
イ
ヘ
ル
コ
ト
ク
サ
ア
リ

　
　
　
　
ソ
ノ
ツ
ム
如
何
　
チ
リ
メ
ル
　
ツ
ル
メ
ル
ヲ
反
セ
ハ
ツ
ム
ト
ナ
ル
也

　
　
　
　
義
ヲ
音
ニ
ア
ラ
ハ
ス
事
例
オ
ホ
キ
也

＠
７
８
次
ツ
ム
ト
コ
エ
ヨ
ト
イ
ヘ
ル
ツ
ム
如
何
ト
フ
メ
ク
ト
フ
マ
ス
ノ

　
　
　
　
　
ｏ
ｏ

　
　
　
　
反
ハ
ツ
ム
ト
ナ
ル
也
　
ト
ヒ
コ
エ
ヨ
ト
イ
ヘ
ル
心
ニ
ア
タ
レ
リ

但
し
、
「
む
」
も
大
部
分
の
援
音
と
同
じ
よ
う
に
「
ム
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

し
、
右
の
例
の
反
切
を
見
て
も
「
ム
」
で
は
あ
る
が
、
語
末
が
「
む
」
に
な
る

音
象
徴
語
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
、
又
、
『
日
葡
辞
書
』
に
は
「
↓
Ｏ
巨
暮
９

（
手
早
く
す
る
様
）
」
、
「
ｓ
昌
｛
９
（
物
事
を
て
き
ぱ
き
と
す
る
様
）
」
と
い
う
語

が
あ
る
の
で
、
「
チ
ン
、
ツ
ン
、
ヅ
ン
」
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
Ａ
ン
Ａ
ン
」
は
、

霧
次
鳥
ノ
名
ニ
シ
・
ウ
カ
ラ
如
何
コ
レ
ハ
カ
ノ
鳥
ノ
ナ
ク
音
ノ
チ
ン
く

　
　
　
　
カ
ラ
く
ト
キ
コ
ユ
ル
ヲ
シ
・
ウ
カ
ラ
ト
イ
ヒ
ナ
セ
ル
也
ヲ
ハ
リ
ノ

　
　
　
　
轟
ヲ
略
シ
一
チ
ウ
く
カ
ラ
ト
ハ
カ
リ
イ
ヘ
ル
ヲ
シ
、
ウ
カ
ラ
ト
一

　
　
　
　
イ
ヘ
ル
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一

一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
「
ン
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ａ
Ａ
Ａ
」
は
中
古
に
も
『
日
葡
辞
書
』
に
も
な
い
型
で
あ
る
。

　
）
¢
１
０
　
風
ノ
ハ
・
ハ
ト
フ
ク
ト
イ
ヘ
ル
ハ
・
ハ
如
何
、
、
火
ノ
ハ
、
ハ
ト
モ
ユ
ル

　
５

　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
（
　
如
何
、
…
…
人
ノ
ハ
・
ハ
ト
タ
ル
如
何

　
「
Ａ
Ａ
Ｂ
」
は
、
「
ツ
ヅ
ラ
」
で
あ
れ
ば
、
「
Ａ
Ｂ
ラ
」
の
形
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
）
¢
９
７
　
人
ノ
イ
フ
事
ヲ
キ
カ
ズ
シ
テ
、
ツ
・
ラ
ト
ア
リ
ト
イ
ヘ
ル
如
何
、
コ
レ
ハ

　
ー
４

（
ツ
ク
く
ラ
カ
ノ
反

　
「
Ａ
Ｂ
口
Ｃ
Ｂ
口
」
は

＠
岨
　
問
　
ミ
タ
レ
タ
ル
コ
ト
ヲ
シ
ト
ロ
ト
ナ
ツ
ク
如
何
、

＠
卿
　
次
　
シ
ト
ロ
　
モ
ト
ロ
ト
イ
ヘ
ル
　
モ
ト
ロ
如
何
…
．

　
「
シ
ト
ロ
」
と
「
モ
ト
ロ
」
の
問
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
、
「
シ
ト
ロ
モ

ト
ロ
」
の
よ
う
に
、
一
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

五
　
結
び

　
『
名
語
記
』
に
は
数
多
く
の
音
象
徴
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
形
態
の
面

か
ら
は
、
中
世
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
古
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
中
世
に
な
っ
て
新
し
く
現
れ
る
も
の
の
形
態
上
の
大
き
な
特
徴
は
、

二
拍
語
基
に
援
音
や
促
音
の
挿
入
さ
れ
た
形
で
あ
る
が
、
表
記
さ
れ
た
そ
の
も

の
の
形
か
ら
見
る
限
り
、
目
新
し
い
も
の
は
な
い
。
促
音
に
つ
い
て
は
、
表
記



し
な
か
っ
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
「
三
」
に

挙
げ
た
用
例
「
　
２
６
　
サ
・
」
は
「
サ
ッ
サ
ッ
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
「
苫
婁
撃
ガ
Ｃ
。
富
。
。
箒
胃
戸
」
が
あ
る
。
援
音
に
つ
い
て

も
、　

２
７
次
水
ニ
オ
チ
イ
ル
ヲ
ト
ノ
ト
フ
ト
ナ
ル
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０

の
「
ト
ブ
」
は
「
ト
ン
ブ
」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
清

濁
の
問
題
に
な
る
語
と
併
せ
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
６
）

（
７
）

（
８
）

ｂ

ａ
　
「
中
古
象
徴
詞
の
語
音
構
造
－
清
濁
に
問
題
の
あ
る
語
例
を
中
心
に
－
」

（
『
國
学
學
』
第
九
十
三
集
、
昭
和
四
十
八
〔
一
九
七
三
〕
年
）
。

　
「
続
中
古
象
徴
詞
の
語
音
構
造
－
援
音
・
長
音
・
促
音
に
関
す
る
問
題
を
ふ

く
む
語
を
中
心
に
－
」
（
『
共
立
女
子
大
学
短
期
大
学
部
（
文
科
）
紀
要
　
第
十

四
号
』
、
昭
和
四
十
八
〔
一
九
七
三
〕
年
一
月
）
。

一
１
）
参
照
。

一
６
一
の
ａ
の
〈
表
１
〉
に
よ
る
。

補
注

（
１
）

「
６

擬
声
語
・
擬
音
語
・
擬
態
語
Ｌ
一
昭
和
五
十
九
〔
一
九
八
四
〕

年
、
明
治

書
俸
一
研
究
資
料
日
本
文
室
脇
調
編
襯
続
調
一
離
淋
調
一
一
。

一
２
一
拙
稿
「
『
日
葡
辞
書
』
と
『
和
英
語
林
集
成
』
に
於
け
る
音
象
徴
語
」
一
『
同
志

　
社
国
文
学
』
第
四
十
号
、
平
成
六
〔
一
九
九
四
〕
年
三
月
一
。

一
３
一
玉
村
文
郎
著
『
日
本
語
教
育
指
導
参
考
書
１
３
　
語
彙
の
研
究
と
教
育
一
下
一
』

　
一
昭
和
六
十
〔
一
九
八
五
一
年
、
国
立
国
語
研
究
所
）
。

一
４
一
次
の
よ
う
な
例
は
、
無
理
に
語
源
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
＠
９
０
次
田
楽
ヵ
モ
チ
タ
ル
サ
・
ラ
如
何
鏡
ト
モ
編
木
ト
モ
カ
ケ
リ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
ヲ
ト
一
サ
フ
く
リ
ヤ
ト
キ
コ
ユ
ル
ヵ
反
リ
テ
サ
・
ラ
ト
ナ
ル
也

　
　
＠
則
問
家
ノ
イ
モ
ノ
ク
キ
ヲ
ス
イ
キ
ト
ナ
ツ
ク
如
何
答
ト
リ
ワ
ク
ル
時
ス
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
ト
ナ
ル
故
二
名
ト
セ
ル
也
　
キ
ハ
カ
シ
ノ
反
ケ
ミ
ノ
反
　
又
云
　
髄
莇
ノ

　
　
　
　
　
音
ノ
ス
イ
キ
ン
歎
　
又
食
テ
感
歎
ス
ル
随
喜
歎

一
５
一
金
田
一
春
彦
氏
「
擬
音
語
・
擬
態
語
概
説
」
（
浅
野
鶴
子
編
『
擬
音
語
・
擬
態

　
語
辞
典
』
、
昭
和
五
十
三
〔
一
九
七
八
〕
年
、
角
川
書
店
）
。

『
名
語
記
』
所
収
の
音
象
徴
語
小
見

三
一
三
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